
粕谷和夫の観察日記。毎月 1 回定期カウントをしている川町谷戸（八王子市内）で稲刈りが終わった田んぼの畔にヒガ
ンバナがさいていて、その花にナガサキアゲハが吸蜜に来ていました。ナガサキアゲハは南方系のチョウですが、今で
は分布域を拡大中です。後翅に尾状突起がないことが特徴です。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を
持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

Café わだち 居心地のいい場所       

 「いいお店があるから」とラジ
オ体操で顔なじみの前田さんか
ら教えてもらったお店。場所は
陵南中学前。2 年前にできたお店
とのこと。やはり口コミは大事
ですね。ちょっと見では行こう

とは思わないけど口コミだと行ってみる気になります。 

 名前の「わだち」は、なんと！私の大好きなサザンの
曲「希望の轍」から。それだけでおしゃれなセンスを感
じます。余談ですが、桑田君は、私の友人が「小学校が
同じクラスだった」と言っていたのと、自分が茅ケ崎に
住んでいたこともあって親近感を感じていました。勿論
サザンの曲は大好きです！ 

 さて、そのお店は新しい住宅の一階
にあります。表通りから少し引っ込ん
でいるのでうっかりすると通り過ぎて
しまいます。店の前が駐車場になって
いて車３台分駐車することが出来ま
す。オーナーは陵南中学卒業で地元の
方。そしてシェフはまだ若く素敵な和
菓子職人だった経歴の持ち主。よく聞
くと、かつて同じ福祉関係の仕事を通して出会ったと話

していました。いつかお店を持ちたいと
の思いがこのような形で実現したという
のも「わだち」の由来に重なるのですね。
♪夢を載せて走る車道・明日への旅・・
なるほど！！ 店内はこじんまりして落
ち着いた雰囲気。BGM もジャズ風でいい

ですね。喫煙室も別室。６人ほどの個室もありました。
ランチセットは極太ナポリタン、ミートソース、自家
製スパイシーチキンカレーの 3 種類。どれもドリン
ク、スープ、サラダのセットが付いて 1,000 円です。
プラス 100 円で太麺大盛りにでき、ドリンクなしは
850 円のお値段です。今時大丈夫かなという値段です
が。オーナーは「きついですね」と話していました。一
番人気は、極太ナポリタンセット。太麺を使用し、濃
厚で野菜の旨みを引き出したシェフこだわりの逸品。
絡みつくソースはこれまで食べた中でも最高でした。
ミートソースセットは、トマトをじっくり煮込むとこ
ろから作り上げたミートソース好きの店主の自信作。
ごろごろしたお肉も入っています。自家製スパイシー
チキンカレーセットはチキン、数種類の野菜、香辛料

を入れ、なんと 2 日間も時間をかけ
て煮込んでいるそうです。ドリンク
はコーヒー、カフェオレ、紅茶、メ
ロンソーダ、レモンスカッシュ、レ

モネード、りんごジュース、オレンジ
ジュース等。プラス 250 円すれば、ラ
ンチセットにハーフサイズのケーキも
つきます。ケーキの種類はガトーショ
コラや抹茶ケーキ、チーズテリーヌ。

Cafe わだち限定デザートの「焦がしカラメル大人の
プリン」や「ブルーベリースコーン」もあります。午
後のカフェタイムに好きなドリンクと一緒にデザー
トを楽しむのも良いでしょう♪入り口には手作り品
も販売していました。 

これからは、「地域のお年寄りがフラっと来てくれる
お店にしたい。遠く裏高尾の方からくるのは大変なので
車で迎えに行ってついでに買い物できるといいのですが」
と夢を語ってくれました。流石に福祉の仕事をしていた
だけあって人に優しいお店にと考えていることもいいな
と感心しました。若い人が新しいことに挑戦しているの
を知って応援していきたいなと思い
ました。皆さんも是非行ってみてくだ
さい。きっとリピーターになること間
違いなしですよ。（コーヒーカップが湘
南の海と轍を表しています） 

営業時間 午前１０時３０分～午後７時 

休業日 月曜日 時々火曜日 （祝日は営業していま
す）電話 080-7372-3298 

粕谷和夫の観察日記 
ルリタテハは青色の帯が入ったはね

をもつとても美しいチョウです。その幼
虫はたくさんの棘を持ち、いかにも毒々
しく痛そうな外見をしています。この幼
虫はサルトリイバラとかホトトギスの
葉を食べて成長します。我が家の鉢植え
のタイワンホトトギスにルリタテハが
産卵し、その幼虫に蕾と葉を食べられて

しまいました。ルリタテハも守りたいし、タイワンホト
トギスの花もみたいし、悩んだ末幼虫を駆除しました。 

 

親子連れが参加するジュニアクラブ探鳥会で浅川を歩
きました。子ども達からは「カワセミ、カワウ、イソヒ
ヨドリが見られてよかった」という感想でした。この探

鳥会でコサギとダイサギが一緒
にいた場面の写真を撮れていた
のが私の一番満足でした。黒い嘴
で足ゆびが黄色いのがコサギ（飛
び立つ瞬間です）、後ろの黄色い
嘴がダイサギです。 
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